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令和７年度　江戸川区立平井南小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
体をきたえ　　心をひらいて　　みずから学ぶ子
体をきたえ　　心をひらいて　　なかよく助け合う子
体をきたえ　　心をひらいて　　みらいへたくましく進む子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

児童、 教職員、地域にとって行きがいのある学校
自ら学び、友達と仲よく、目標をもって粘り強く努力し、元気に生活しようとする児童
教育の専門職としての自信と誇りをもち、熱意をもって職務や自己研さんに励み、児童・保護者・地域等から敬愛
され信頼される教師

前年度までの本校の
現状

○「共生社会の実現に向けた教育の推進」について、校内外の組織や関係諸機関等との連携や校内研究を核
とした取組を充実させることができた。
○「特色ある教育の展開」について、異学年集団活動の推進や充実を図ることで、自他を思いやる心を育成
することができた。

●「学力の向上」について、基礎的・基本的な内容の定着に資する指導や教材等を含む教育環境等の整備の充実を推進してい
く。
●「体力の向上」について、休み時間の時間帯を活用した「いきいきタイム」の活動内容の充実や評価方法の工夫などを推進
していく。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の
基盤となる基礎・基本の確
実な習得、家庭学習習慣に
対しての学校の組織的な対
応による取組の実施・充実

・「江戸川っ子study 
week!」の取組を核とした
基礎・基本の確実な習得、
家庭学習習慣に対しての取
組の推進

・授業におけるＩＣＴの活
用の促進

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学
習の実施・充実

・読書科推進研修の実施（年１回以上）
・「江戸川っ子　読書科コンクール」に
向けた取組の推進
・団体貸出による学級文庫の充実と授業
への活用（月１回）
・巡回司書（隔週）とＳＳＳ（毎日）に
よる蔵書管理や配架、図書室及び閲覧室
の環境整備

・「東京ベーシック・ドリル『診断
シート』」等を活用した基礎的・基本
的な内容の定着度の把握を年２回実施
し、平均正答率を７割以上にする。
・１日２単位時間以上授業でＩＣＴを
活用している教員を80％以上にす
る。

・「読書科ノート」を活用した調べ学
習等の取組を各学年年２回以上実施す
る。
・児童一人当たりの年間平均図書貸出
数を20冊以上にする。
・「江戸川っ子　読書科コンクール」
に向け、夏季休業期間に課題を設定す
るなど、図書を活用した学習に主体的
に取り組む素地を養う。

＜運動意欲や基礎体力
の向上＞
・休み時間の時間帯を
活用した「運動遊び」
による体力及び運動意
欲の向上

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）

・毎月曜日の20分休みの時間帯を活用
した学期ごとに設定する「運動遊び」
（いきいきタイム）の実施（年30回程
度）。
・「運動遊び」充実のための校内研修会
の実施（年３回程度）
・校内OJTにおいて、運動にすすんで取
り組むための具体的な手だてを交流する
機会を学期に１回ずつ実施する。

・児童対象の意識調査を年１回実
施し、体力の向上の取組に関する
質問項目での肯定的な回答の割合
を80％以上にする。

＜特別支援教育の推進＞

・ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実
・エンカレッジルーム
の活用促進
・副籍交流、交流及び
共同学習の実施・充実

・特別支援教育コーディネー
ターの複数配置、校内相談会
の開催による対応組織の整備
・エンカレッジルームや保健
室を活用したやむを得ず教室
に登校できない児童等の居場
所の確保
・各種便りの交換（月１回）
及び、対象児童の実態や受け
入れ条件等に応じた共同学習
の検討
・ＳＣ勤務日を活用した情報
共有の機会の確保（年38回）

・教員対象の意識調査で特別支援
教育に対する満足度を80％以上
にする。
・保護者対象の意識調査におい
て、教育相談に関する質問項目で
の肯定的な回答の割合を80％以
上にする。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

＜子どもたちの健全育
成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・
充実
・教育相談の強化

・児童の問題行動等の未然防
止や早期発見、対応方法の共
有等を図るための生活指導会
議を開催（週１回）
・「ふれあい月間」の取組を
核とした児童の問題行動等の
未然防止、早期発見、組織的
な早期対応
・ＳＳＷの積極的活用による
児童や保護者に寄り添った支
援の充実

・保護者対象の意識調査におい
て、児童の問題行動等への対応に
関する質問項目での肯定的な回答
の割合を80％以上にする。
・人間関係による欠席が３日続い
た時点でいじめ対策委員会を招集
し速やかな対応を検討する。ま
た、いじめが認知された場合は、
３か月以内の100％解消を目指
す。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

B

A A

　意識調査は今後実施予定であ
る。
　生活指導主幹、特別支援コー
ディネーターや養護教諭、ス
クールカウンセラーを中心に、
児童に関する情報を速やかに共
有し、対応策を検討する体制が
整っている。

A 　順調と思う。 A ・いじめなど生活指導上の問題に対
して、速やかに組織で情報共有する
ことができた。また、SSW、SC、
児相と連携して対応することができ
ている。　今年度の本校でのいじめ
認知数は7件であり、うち5件は解
消、2件も無事に解決できている
が、３カ月の継続観察中である。

A 　未然防止に向けて、今までど
おり、高い意識をもって取り組
んでいただきたい。

　本校の「いじめ防止基
本方針」を4月当初に再
確認する。また、年度当
初の保護者会で確実に保
護者にも共有する。

　特別支援教育に対する
理解教育を児童及び教員
に対しても行なう。長期
休業中の校内研修は、通
常学級担任も参加するよ
うにする。

B B

　暑さが続いている状況でも、工夫
して「いきいきタイム」（運動遊
び）を計画どおり実践して、運動に
楽しむことができている。
　児童アンケートは２学期末に実施
予定である。また、楽しみながら運
動に仕向ける工夫は２学期中に校内
体育部で検討予定である。

B 　地域も児童が下校後ものびの
びと遊べる場をすくすくスクー
ルとの相談で確保されたい。

B 　いきいきタイムを予定どおり
実施し、長縄やダンスに取り組
むことができた。運動をしたく
なるような設備を2種類設置す
ることができた。児童アンケー
トでは、体を動かすことについ
ての肯定的回答が92％になっ
た。

B 　体力の向上について、児童に
とって楽しく運動できるような
取組を引き続き、行なってもら
いたい。

　運動が苦手な児童を減少
させるため、体力向上のた
めの取組を教員内で精査す
る。脚力、柔軟性向上のた
めの手立てを年度内に構築
し、環境づくりを推進す
る。新年度初期から実施で
きるようにする。

　特別支援教育についての推進
は素晴らしい。今後も継続され
たい。

B

B

・特別支援教育に関する意識調
査では、保護者、教員ともに8
割以上の肯定的結果を得ること
ができた。教育内容を広報して
いくことが課題である。
・校内研修を5回実施して、教
員の知見を深めることができ
た。今後は通常学級の担任にも
広げていく。

B

Ｂ

　様々な特性をもつ児童にも、
これまでどおり、手厚い指導を
していただきたい。

B

B Ａ

・学習室、プレイルーム等環境
を整備・充実させることができ
た。
・特別支援教育について理解啓
発や周知をするためのパンフ
レットを作成した。また、夏季
休業中に校内において、特別支
援教育研修を５回開催し、知
識・理解を深めることができ
た。
・意識調査は今後実施予定であ
る。

A

　長期休業日中に、読書
科研修を行ない、指導法
の紹介や評価について学
ぶ機会を設定する。

C

A

B

　東京ベーシックドリルの結果は、
全学年目標値を下回ってしまった。
基礎学力の定着に課題があるので、
学力向上担当が、対策を検討し、全
校一致して取り組む。
　ICT活用は、担当と支援員が強力
して、３回中２回の研修を実施し、
活用能力が向上している。

Ｃ

B

　反復学習や小テストを設け、
定着を高めてはどうか。

C

A

・「授業内容が分かりますか」の問
いに90.3％の児童が肯定的回答をし
ているが、東京ベーシックドリルに
おいて、3・４・６年生が3～8ポイ
ント正答率が向上した。しかしなが
ら4割から6割の到達度であり、目
標値7割に届いていない。
・ICT技能については教員研修によ
り、技能が向上し、活用できてい
る。

C

A

　学力向上が本校児童の課題で
あるので、引き続き、継続努
力・工夫をお願いしたい。

  学習意欲を大切にしつつ、
全学級で学力向上へ取り組
む内容を年度内に確認し、
４月から取り組むようにす
る。（低学年25マス計算、
中高学年100マス計算）
　読解力向上の取組。「書
く」活動の必須化。

　大方、目標に向け進んでい
る。使用する本の分野を多岐に
わたらせるのはどうか。

B ・読書科についての校内研修を
実施したり、図書司書との連携
による授業を行った。また、読
み語りボランティアの方々とも
連携して、昨年度より１回多く
読み語りを実施することができ
た。読書科コンクールにも出品
することができた。

B 　読書から、より多くの事を学
習してもらいたい。

B

B

B

B

　読書及び読書科に関する取組
は、現在、順調に進んでいる。
　読書科についての教員の研修
を２学期中に実施予定である。
また、図書司書や読み語りボラ
ンティアと連携して、以前より
充実した活動を進めることがで
きている。

B



・異学年集団による定期的
な「ふれあい班活動」や年
１回の全校遠足の実施

・朝の時間帯を活用した
「読み語り」の実施（年１
１回）
・旧中川や地域の施設を活
用した「地域を学ぶ・地域
で学ぶ・地域と学ぶ」教育
の推進

・保護者対象の意識調査におい
て、連携・協働による教育の推進
に対する満足度を80％以上にす
る。

　A

　B
　B

　地域ボランティアとの連携を
深め、昨年度より読み聞かせの
回数を増やすことができた。
　地域の教育資源を活用した取
組は、各学年で今後実施予定で
ある。

B B ・クリーン作戦は暑さのため予
定２回のうち１回が中止となっ
たが、他すべては滞りなく実施
することができた。安全見守り
隊の皆様と児童との対面の会も
行なうことができた。また、９
割の保護者が地域との連携に肯
定的評価である。

A 　地域との連携を大切にされて
いるので、引き続きお願いした
い。

　現在、順調であるが、
新発足するコミュニ
ティ・スクールにおい
て、改善点や新規事業を
検討していく。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

連携・協働による教育
の推進
・「学校応援団」によ
る「読み語り」や地域
の人材や環境を活用し
た教育の推進

　読み語り活動や11月のクリー
ン作戦など順調に実施できてい
る。7月の灯籠づくり出前授業
も無事に終えることができた。

心の教育の充実
・異学年集団活動によ
る自他を思いやる心の
育成

・保護者対象の意識調査におい
て、異学年集団活動に対する満足
度を80％以上にする。

A A 　全校遠足やふれあい班活動を
順調に進めている。保護者アン
ケートは今後実施する。

A

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

＜自校（園）の取組の
積極的な発信＞
・学校（園）ホーム
ページの充実等
・学校（園）公開の実
施・充実

・各学期中週１回以上「学
校ホームページ」の更新を
行い、情報発信の充実。
・必要な連絡や児童の様子
等についてＩＣＴを積極的
に活用し、情報の共有や教
育活動への活用。

・保護者対象の意識調査におい
て、学校の情報発信に対する満足
度を80％以上にする。

＜学校関係者評価の充
実＞
・教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

・学校関係者評価委員（学校
評議員）による参観機会等の
確保や情報発信の充実に努め
て、適正で適切な評価の実
施。
・評価結果について「学校
ホームページ」上に公開し、
保護者や地域に開かれた学校
運営の実現。

・「運動会」「文化的行事」「学
校公開」を活用した参観の機会を
年５回設定する。
・各学期中週１回以上「学校ホー
ムページ」の更新を行い、情報発
信の充実を図る。（再掲）

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

＜子どもたちの健全育
成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・
充実
・教育相談の強化

・児童の問題行動等の未然防
止や早期発見、対応方法の共
有等を図るための生活指導会
議を開催（週１回）
・「ふれあい月間」の取組を
核とした児童の問題行動等の
未然防止、早期発見、組織的
な早期対応
・ＳＳＷの積極的活用による
児童や保護者に寄り添った支
援の充実

・保護者対象の意識調査におい
て、児童の問題行動等への対応に
関する質問項目での肯定的な回答
の割合を80％以上にする。
・人間関係による欠席が３日続い
た時点でいじめ対策委員会を招集
し速やかな対応を検討する。ま
た、いじめが認知された場合は、
３か月以内の100％解消を目指
す。

　現在、異学年集団活動
は順調である。基本的に
継続実施するが、改善点
に対しては高い意識を
もって臨む。

A

Ａ A

　関係者評価や保護者アンケー
トの結果報告は、今後実施予定
である。

A 　２回の学校評議員会及び、運
動会、学校公開等ができてい
る。11月の学習発表会が楽しみ
である。

A ・様々な学校行事を公開するこ
とができた。今年度から「学習
発表会（みなみフェス）」とし
て、音楽会、学芸会、作品展の
３要素を負担なく取り入れる新
しい方法を試み、無事に開催す
ることができた。

　各学校行事について、公開い
ただいており、またHPや各種
便りにて知らせていただきあり
がたい。

A 　令和8年度から設置す
る「平井南小学校コミュ
ニティ・スクール」にお
いて、どんな学校地域連
携型活動ができるか検討
する。

A　順調である。 ・ふれあい班（異年齢集団）活
動について、保護者アンケート
による肯定的評価が８割を超え
た。月に１度の活用を継続し、
児童同士の交流の場を確保す
る。

A 　達成感を味わえた後の児童の
表情がすばらしかった。学力向
上と併せて情操面の涵養も大切
だと思うので、引き続き指導を
お願いしたい。

A 　これからの社会では、IT機器
が必要ツールになるので、引き
続き指導をお願いしたい。

　専科教員や特別支援教
室担当もそれぞれの活動
をホームページに掲載す
るよう促す。

B

A A

　意識調査は今後実施予定であ
る。
　生活指導主幹、特別支援コー
ディネーターや養護教諭、ス
クールカウンセラーを中心に、
児童に関する情報を速やかに共
有し、対応策を検討する体制が
整っている。

A 　順調と思う。 A ・いじめなど生活指導上の問題に対
して、速やかに組織で情報共有する
ことができた。また、SSW、SC、
児相と連携して対応することができ
ている。　今年度の本校でのいじめ
認知数は7件であり、うち5件は解
消、2件も無事に解決できている
が、３カ月の継続観察中である。

A 　未然防止に向けて、今までど
おり、高い意識をもって取り組
んでいただきたい。

　本校の「いじめ防止基
本方針」を4月当初に再
確認する。また、年度当
初の保護者会で確実に保
護者にも共有する。

　学校からの情報発信は各種便
りや連絡メール等を活用して、
効果的に進めることができてい
る。

B 　適宜、HPや連絡メール、必要
に応じてタブレット端末の
Teamsを用いて発信できてい
る。

B ・HP、連絡メール等で適切に
速やかに情報発信することがで
きている。また、保護者の本校
の情報発信に対する肯定的評価
が、８割を超えた。

B

B


